




当プログラムを活用した自立援助ホーム等
の伴走支援者のニーズ (N=21)

【支援体制】

⚫就労支援を専任とする職員がいる
のは３割にとどまる

⚫他の業務と兼任で就労支援をして
いる職員がほとんど

⚫就労支援専任職員はなく、兼任職
員が１人の施設 ３カ所

⚫就労支援担当職員・ボランティア
がいない施設 １か所

【他機関と連携したい就労支援の場面】

1. 見学・体験受け入れ先の開拓(81%)

2. 定着しやすいマッチングに必要な求人先

の詳細な情報(62%)

3. キャリア相談(57%)

こうしたニーズにマッチする当プログラム

29出所）首都圏若サポ就労キャリアWG「体験就労プログラムの意義見える化調査2024調査報告書」
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実現した制度：社会的養護経験者や虐待経験がありながらもこれまで公的
支援につながらなかった者等を対象とする支援施策

社会的養護自立支援拠点事業

対象：社会的養護経験者や虐待経験がありながらも
これまで公的支援につながらなかった者等
「社会的養護経験者等」

目的：孤立を防ぎ、必要な支援に適切につなぐ。

（１）相互交流の場の提供

集まり、自由に交流、意見交換等ができる場を提供する。

（２）生活、就労等に関する情報提供、相談支援や助言

日常生活や社会生活、学業等に関する悩み等の相談を受け、必要に応じて助言や情報提供を行う。

（３）関係機関との連絡調整

他の福祉サービス、医療的支援、法的支援等を必要をする者については、必要な支援への連携を行う。

（４）一時避難的かつ短期間の居場所の提供（自治体任意）

帰住先を失っている場合などに、一時的に滞在し、状況が安定するまでの間、居住支援、生活支援を行う。

実施主体： 都道府県、指定都市、児童相談所設置市

実施状況（令和６年10月１日時点）：５４自治体、５６か所
地域間格差、アクセスしやすさなどが課題

休日夜間緊急支援事業

対象：社会的養護経験者等

休日夜間に緊急で一時避難が必要な対象
者を、社会的養護自立支援拠点事業所等
で受け入れ、受け入れた施設内において
一時避難場所を提供するとともに、他の
必要な支援につなぐ。
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休眠預金活用助成による若者支援

若者支援紹介冊子 https://www.u-shien.jp/npoforwakamono-booklet/

居場所を軸に／住まいを軸に／働くを軸に／ネットワーク

公益社団法人ユニバーサル志縁センターが 2021 年度と 2022 年度末に休眠預金活用助成事業にて採択し、
若者支援団体が翌年度に実施した取り組み「社会的養護アフターケア緊急支援助成」
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公益社団法人アマヤドリ（神奈川県） 若者たちにリーチする工夫

すべての人が生き方を自分で選択できる世界を

何らかの理由で家庭からのサポートや帰る家を失った18歳からの女性のための家、
ステップハウス「アマヤドリ」

オリジナルソング、漫画、SNSを駆使して若者たちにメッセージを発信
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相談するか迷っている若者の背中を押すメッセージ漫画
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相談するか迷っている若者の背中を押すメッセージ漫画












